
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
八
月
三
十
一
日
法
律
第
八
十
五
号
） 

 
（
目
的
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
北
方
領
土
が
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
方
領
土
問
題
が
今
な
お
未
解
決
で
あ
る
現
在
の
状
況
並

び
に
こ
れ
に
起
因
し
て
北
方
地
域
元
居
住
者
及
び
北
方
領
土
隣
接
地
域
が
置
か
れ
て
い
る
特
殊
な
事
情
に
か
ん
が
み
、
北
方
領
土
問
題
そ
の
他
北

方
地
域
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
世
論
の
啓
発
、
交
流
等
事
業
の
推
進
、
北
方
地
域
元
居
住
者
に
対
す
る
援
護
等
の
措
置
の
充
実
並
び

に
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
及
び
住
民
の
生
活
の
安
定
に
関
す
る
計
画
の
策
定
及
び
そ
の
実
施
の
推
進
を
図
る
等
の
た
め
に
必
要
な
特
別
の
措

置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
北
方
領
土
問
題
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
解
決
の
促
進
を
図
り
、
ひ
い
て
は
北
方
領
土
の
早
期
返
還
を
実
現

し
て
我
が
国
と
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
の
平
和
条
約
を
締
結
し
、
両
国
の
友
好
関
係
を
真
に
安
定
し
た
基
礎
の
上
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
北
方
地
域
」
と
は
、
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
を
い
う
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
北
方
領
土
隣
接
地
域
」
と
は
、
北
海
道
根
室
市
（
歯
舞
群
島
の
区
域
を
除
く
。
）
、
野
付
郡
別
海
町
、
標
津
郡
中
標
津
町
、
同

郡
標
津
町
及
び
目
梨
郡
羅
臼
町
の
区
域
を
い
う
。 

３ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
北
方
地
域
元
居
住
者
」
と
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
お
い
て
北
方
地
域
に
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
者
及
び
そ

の
者
の
子
で
同
日
後
北
方
地
域
に
お
い
て
出
生
し
た
も
の
を
い
い
、
そ
れ
ら
の
者
の
子
及
び
孫
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

４ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
交
流
等
事
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。 

 

一 

日
本
国
民
と
継
続
的
に
か
つ
現
に
北
方
地
域
に
居
住
す
る
ロ
シ
ア
連
邦
国
民
と
の
間
の
相
互
理
解
の
増
進
を
図
り
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
者
の
旅
券
及
び
査
証
を
用
い
な
い
相
互
訪
問
の
事
業 

 

二 

北
方
地
域
元
居
住
者
等
（
北
方
地
域
元
居
住
者
及
び
そ
の
家
族
で
あ
る
日
本
国
民
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
北
方
地
域
へ
の
墓
参
の
た
め
の
訪
問

の
事
業 

 

三 

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
北
方
地
域
元
居
住
者
等
の
北
方
地
域
へ
の
最
大
限
に
簡
易
化
さ
れ
た
手
続
に
よ
る
訪
問
の
事
業 

 

（
国
の
責
務
） 

第
二
条
の
二 

国
は
、
北
海
道
並
び
に
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
及
び
町
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
公
共
団
体
並
び
に
民
間
の
団
体
と
の
密
接
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
必
要
な
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
の
早
期
返
還



を
実
現
す
る
た
め
最
大
限
の
努
力
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
の
基
本
方
針
） 

第
三
条 
主
務
大
臣
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
し
て
、
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
の
基

本
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

基
本
方
針
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

北
方
領
土
問
題
そ
の
他
北
方
地
域
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
世
論
の
啓
発
に
関
す
る
事
項 

 

二 

交
流
等
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
項 

 

三 

北
方
地
域
元
居
住
者
に
対
す
る
援
護
等
に
関
す
る
事
項 

 

四 

北
方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
及
び
住
民
の
生
活
の
安
定
に
関
す
る
事
項 

３ 

主
務
大
臣
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
基
本
方
針
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
変
更
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
北
方
領
土
問
題
そ
の
他
北
方
地
域
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
世
論
の
啓
発
） 

第
四
条 

国
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
北
方
領
土
問
題
そ
の
他
北
方
地
域
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
世
論
の
啓
発
を
図
る
た
め
、
北
方

領
土
返
還
運
動
の
推
進
の
た
め
の
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

国
は
、
国
民
が
北
方
領
土
問
題
そ
の
他
北
方
地
域
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
教
育
及

び
社
会
教
育
に
お
け
る
北
方
領
土
問
題
そ
の
他
北
方
地
域
に
関
す
る
諸
問
題
に
関
す
る
教
育
及
び
学
習
の
振
興
並
び
に
広
報
活
動
等
を
通
じ
た
知

識
の
普
及
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
交
流
等
事
業
の
推
進
） 

第
四
条
の
二 

国
は
、
北
方
領
土
問
題
が
解
決
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
交
流
等
事
業
の
積
極
的
な
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

国
は
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
が
交
流
等
事
業
の
推
進
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
交
流
等
事
業
の
円
滑
な

推
進
の
た
め
必
要
な
財
政
上
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

国
は
、
北
方
領
土
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
自
ら
渡
航
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
等
の
北
方
地
域
元
居
住
者
等
の
置
か
れ

て
い
る
特
殊
な
事
情
に
か
ん
が
み
、
北
方
領
土
問
題
が
解
決
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
第
二
条
第
四
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
訪
問
が
支
障
な
く
行
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
特
別
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
北
方
地
域
元
居
住
者
に
対
す
る
援
護
等
） 



第
五
条 

国
は
、
北
方
領
土
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
北
方
地
域
元
居
住
者
の
置
か
れ
て
い
る
特
殊
な
事
情
及
び
北
方
領
土
問
題
の

解
決
の
た
め
の
諸
施
策
の
推
進
を
図
る
上
に
お
い
て
北
方
地
域
元
居
住
者
の
占
め
る
特
別
な
地
位
に
か
ん
が
み
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
次
条
及

び
第
十
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
北
方
地
域
元
居
住
者
に
対
す
る
援
護
等
の
措
置
の
一
層
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置

そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
北
方
地
域
元
居
住
者
に
係
る
北
方
領
土
返
還
運
動
の
後
継
者
の
育
成
） 

第
五
条
の
二 

国
は
、
北
方
領
土
返
還
運
動
の
有
力
な
担
い
手
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
北
方
地
域
元
居
住
者
の
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る

現
状
に
か
ん
が
み
、
北
方
地
域
元
居
住
者
（
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
孫
の
子
を
含
む
。）
が
北
方
領
土
返
還
運
動
の
有
力
な
担
い
手
と
し
て
引
き
続

き
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
北
方
領
土
返
還
運
動
の
後
継
者
の
育
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
及
び
住
民
の
生
活
の
安
定
に
関
す
る
計
画
） 

第
六
条 

北
海
道
知
事
は
、
北
方
領
土
返
還
運
動
の
拠
点
で
あ
る
北
方
領
土
隣
接
地
域
を
安
定
し
た
地
域
社
会
と
し
て
形
成
す
る
の
に
資
す
る
た
め
、
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市 

及
び
町
の
長
の
意
見
を
聴
い
て
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
及
び
住
民
の
生
活
の
安
定
に
関
す
る
計

画
を
作
成
し
、
主
務
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
計
画
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

北
方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
及
び
住
民
の
生
活
の
安
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項 

二 

交
通
施
設
及
び
通
信
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項 

三 

国
土
保
全
及
び
水
資
源
開
発
に
関
す
る
事
項 

四 

教
育
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
項 

五 

生
活
環
境
施
設
及
び
社
会
福
祉
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項 

六 

医
療
の
確
保
に
関
す
る
事
項 

七 

農
林
水
産
業
、
商
工
業
そ
の
他
の
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
項 

八 

観
光
の
開
発
に
関
す
る
事
項 

九 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
及
び
住
民
の
生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
事
項 

３ 

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
さ
れ
た
計
画
が
適
当
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

前
三
項
の
規
定
は
、
振
興
計
画
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
得
た
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 



（
特
別
の
助
成
） 

第
七
条 

振
興
計
画
に
基
づ
い
て
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
又
は
町
が
国
又
は
北
海
道
か
ら
負
担
金
、
補
助
金
又
は
交
付
金
の
交
付
を
受
け
て
行

う
事
業
（
北
海
道
か
ら
負
担
金
、
補
助
金
又
は
交
付
金
の
交
付
を
受
け
て
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
、
北
海
道
が
負
担
し
、
若
し
く
は
補
助
し
、
又

は
交
付
金
を
交
付
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
国
が
負
担
し
、
若
し
く
は
補
助
し
、
又
は
交
付
金
を
交
付
す
る
も
の
に
限
る
。
）

の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
業
（
災
害
復
旧
に
係
る
も
の
、
当
該
事
業
に
係
る
経
費
の
全
額
を
国
又
は
北
海
道
が
負
担
す
る
も
の
及
び
当
該
事
業
に

係
る
経
費
を
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
又
は
町
が
負
担
し
な
い
も
の
を
除
く
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
特
定
事
業
」
と
い
う
。
）
に

係
る
経
費
に
対
す
る
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
（
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
又
は
町
に
対
す
る
負
担
又
は
補
助
の
た
め
に
北
海
道
が
要
す
る
費

用
の
一
部
を
国
が
負
担
し
、
又
は
補
助
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
国
の
負
担
金
又
は
補
助
金
の
当
該
特
定
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る
割
合
。

以
下
「
国
の
負
担
割
合
」
と
い
う
。
）
は
、
次
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

次
の
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業 

イ 

道
路 

ロ 

河
川 

ハ 

下
水
道 

ニ 

住
宅 

ホ 

都
市
公
園 

ヘ 

教
育
施
設 

ト 

厚
生
施
設 

チ 

農
地
並
び
に
農
業
用
施
設
及
び
林
業
用
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の 

リ 

漁
港
及
び
漁
業
用
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の 

ヌ 

一
般
廃
棄
物
の
処
理
施
設 

ル 

消
防
施
設 

ヲ 

水
道 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
生
活
環
境
及
び
産
業
基
盤
の
整
備
の
た
め
に
必
要
な
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の 

第
七
条
の
二 

特
定
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る
国
の
負
担
割
合
は
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
又
は
町
ご
と
に
北
海
道
の
区
域
以
外
の
区
域
に
お

け
る
当
該
特
定
事
業
に
相
当
す
る
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る
通
常
の
国
の
負
担
割
合
に
次
の
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
（
小
数
点
以
下
二
位
未
満



は
、
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
「
引
上
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
【
第
一
項
の
式 

後
掲
】 

２ 
前
項
の
式
に
お
い
て
「
当
該
市
又
は
町
の
標
準
負
担
額
」
と
は
、
当
該
市
又
は
町
の
当
該
年
度
の
地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
十
一
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
普
通
交
付
税
の
額
、
同
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
基
準
財
政
収
入
額
か
ら
そ
の
算
定

の
基
礎
と
な
つ
た
児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
特
例
交
付
金
（
地
方
特
例
交
付
金
等
の
地
方
財
政
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法

律
第
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
特
例
交
付
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
地
方
揮
発

油
譲
与
税
、
特
別
と
ん
譲
与
税
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
、
航
空
機
燃
料
譲
与
税
及
び
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
の
収
入
見
込
額
を
控
除
し
た
額

の
七
十
五
分
の
百
に
相
当
す
る
額
並
び
に
当
該
児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
特
例
交
付
金
、
地
方
揮
発
油
譲
与
税
、
特
別
と
ん
譲
与
税
、
自
動
車

重
量
譲
与
税
、
航
空
機
燃
料
譲
与
税
及
び
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
の
収
入
見
込
額
の
合
算
額
の
百
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
い
う
。 

３ 

第
一
項
の
式
に
お
い
て
「
調
整
率
」
と
は
、
次
の
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
値
を
い
い
、
そ
の
数
値
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。 

 

【
第
三
項
の
式 

後
掲
】 

４ 

前
項
の
式
に
お
い
て
「
財
政
力
指
数
」
と
は
、
地
方
交
付
税
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
基
準
財
政
収
入
額
を
同
法
第
十
一
条
の
規

定
に
よ
り
算
定
し
た
基
準
財
政
需
要
額
で
除
し
て
得
た
数
値
で
当
該
年
度
前
三
年
度
内
の
各
年
度
に
係
る
も
の
を
合
算
し
た
も
の
の
三
分
の
一

の
数
値
を
い
う
。 

５ 

第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
い
て
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
又
は
町
の
負
担
割
合
が
百
分
の
二
十
未
満
と
な
る
と
き
は
、
同
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
特
定
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
又
は
町
の
負
担
割
合
が
百
分
の
二
十
と
な
る
よ
う
に
国

の
負
担
割
合
を
定
め
る
。 

６ 

総
務
大
臣
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
引
上
率
を
算
定
し
、
特
定
事
業
に
係
る
事
務
を
所
掌
す
る
各
省
各
庁
の
長
（
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
三
十
四
号
）
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
各
省
各
庁
の
長
を
い
う
。
）
及
び
国
土
交
通
大
臣
、
北
海
道
知
事
並
び
に
北
方
領
土
隣
接
地
域

の
市
及
び
町
の
長
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
七
条
の
三 

国
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
又
は
町
に
係
る
特
定
事
業
の
う
ち
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
算
定

し
た
国
の
負
担
割
合
が
北
海
道
の
区
域
に
お
け
る
当
該
特
定
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る
国
の
負
担
割
合
を
超
え
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
の
区
域
に
お
け
る
当
該
特
定
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る
国
の
負
担
割
合
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
相
当
す
る
額
を
負
担
し
、
又
は
補
助
す
る
も

の
と
す
る
。 

第
七
条
の
四 

前
三
条
の
規
定
に
よ
り
通
常
の
国
の
負
担
割
合
を
超
え
て
国
が
負
担
し
、
又
は
補
助
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
交
付
に
関
し
必
要
な
事



項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

第
七
条
の
五 

国
は
、
特
定
事
業
に
係
る
経
費
に
充
て
る
た
め
政
令
で
定
め
る
交
付
金
を
交
付
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
経
費
に
つ
い
て
第
七
条
及
び
第
七
条
の
二
又
は
第
七
条
の
三
の
規
定
を
適
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
国
が
負
担
し
、
又
は
補
助
す
る
こ
と
と
な
る
割

合
を
参
酌
し
て
、
当
該
交
付
金
の
額
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

（
地
方
債
に
つ
い
て
の
配
慮
） 

 

第
八
条 

北
海
道
又
は
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
若
し
く
は
町
が
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
す
地
方
債
に

つ
い
て
は
、
国
は
、
北
海
道
又
は
当
該
市
若
し
く
は
町
の
財
政
状
況
が
許
す
限
り
起
債
で
き
る
よ
う
、
及
び
資
金
事
情
が
許
す
限
り
財
政
融
資
資
金
を

も
つ
て
引
き
受
け
る
よ
う
特
別
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
財
政
上
の
配
慮
等
） 

第
九
条 

国
は
、
第
七
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
及
び
住
民
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
財
政

上
、
金
融
上
及
び
技
術
上
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
北
方
地
域
の
領
海
に
お
け
る
漁
業
者
の
操
業
の
円
滑
な
実
施
の
確
保
） 

第
九
条
の
二 

国
は
、
北
方
領
土
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
北
方
地
域
の
領
海
に
お
い
て
操
業
す
る
我
が
国
漁
業
者
が
置
か
れ
て
い
る
特

殊
な
事
情
に
か
ん
が
み
、
当
該
海
域
に
お
け
る
我
が
国
漁
業
者
の
操
業
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。 

（
北
方
領
土
隣
接
地
域
振
興
等
基
金
） 

第
十
条 

北
海
道
は
、
北
方
領
土
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
特
殊
事
情
に
起
因
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
資
す
る
た
め
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
の

市
若
し
く
は
町
又
は
北
海
道
の
区
域
内
の
公
共
的
団
体
等
が
行
う
振
興
計
画
に
基
づ
く
事
業
、
北
方
領
土
問
題
そ
の
他
北
方
地
域
に
関
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て
の
世
論
の
啓
発
に
関
す
る
事
業
及
び
北
方
地
域
元
居
住
者
の
援
護
等
に
関
す
る
事
業
（
国
の
補
助
又
は
負
担
を
伴
わ
な
い
も
の
に
限
る
。）
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
一
条
の
基
金
と

し
て
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
振
興
等
基
金
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

北
方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
及
び
住
民
の
生
活
の
安
定
の
た
め
の
事
業
で
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

北
方
領
土
隣
接
地
域
の
特
性
に
即
し
た
基
幹
的
な
産
業
の
振
興
に
資
す
る
た
め
の
事
業 

 
 

ロ 

教
育
施
設
、
文
化
施
設
、
生
活
環
境
施
設
及
び
厚
生
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業 

二 

北
方
領
土
問
題
そ
の
他
北
方
地
域
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
世
論
の
啓
発
に
関
す
る
事
業 



三 

北
方
地
域
元
居
住
者
の
援
護
等
に
関
す
る
事
業
で
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

北
方
地
域
元
居
住
者
が
そ
の
能
力
に
適
合
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
技
能
研
修
及
び
知
識
の
習
得
そ
の
他
そ
の
生

活
の
安
定
及
び
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業 

 
 

ロ 
北
方
地
域
元
居
住
者
が
北
方
領
土
問
題
の
解
決
の
た
め
の
諸
施
策
の
推
進
を
図
る
上
に
お
い
て
特
別
の
地
位
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
を

深
め
る
の
に
資
す
る
た
め
の
事
業 

２ 

北
海
道
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
北
方
領
土
隣
接
地
域
振
興
等
基
金
を
設
け
る
場
合
に
は
、
国
は
、
そ
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
資
金
の
一
部
を
北
海

道
に
対
し
て
補
助
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
北
方
領
土
隣
接
地
域
振
興
等
基
金
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
国
か
ら
交
付
を
受
け
た
補
助
金
の
額
に
当
該
補
助
金
の
額
の
四
分
の
一

に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額
を
下
ら
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
北
方
地
域
の
村
の
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
） 

第
十
一
条 

当
分
の
間
、
北
方
地
域
（
歯
舞
群
島
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
本
籍
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
の
戸
籍
事
務
は
、
他
の
法
令

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
務
大
臣
が
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
又
は
町
の
長
の
う
ち
か
ら
指
名
し
た
者
が
管
掌
す
る
。 

２ 

当
分
の
間
、
北
方
地
域
に
本
籍
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
の
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

通
知
及
び
同
法
第
三
章
に
規
定
す
る
戸
籍
の
附
票
に
関
す
る
事
務
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
及
び
法
務
大
臣
が
北
方
領
土
隣

接
地
域
の
市
又
は
町
の
長
の
う
ち
か
ら
指
名
し
た
者
が
管
理
す
る
。 

３ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
北
方
地
域
の
村
の
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
北
海
道
知
事
が
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
又
は
町
の
長
の
う
ち
か
ら
指
名
し
た
者
が
行
う
。 

４ 

前
三
項
の
事
務
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 
 

（
主
務
大
臣
） 

第
十
二
条 

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
交
流
等
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
内
閣
総
理
大
臣
及
び
外
務
大
臣
、
北
方
領
土
隣
接
地

域
の
振
興
及
び
住
民
の
生
活
の
安
定
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
内
閣
総
理
大
臣
と
す
る
。 

 
 
 

附 

則
（
抄
） 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 



第
二
条 

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
七
条
か
ら
第
七
条
の
五
ま
で
の
規
定
は
、

平
成
二
十
二
年
度
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
金
、
補
助
金
又
は
交
付
金
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
一
年
度
以
前
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
金
、
補
助
金
又

は
交
付
金
（
平
成
二
十
二
年
度
以
降
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
三
条 

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

  

【
第
七
条
の
二
第
一
項
の
式
】 

第
七
条
の
二 

特
定
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る
国
の
負
担
割
合
は
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
又
は
町
ご
と
に
当
該
特
定
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る

通
常
の
国
の
負
担
割
合
に
次
の
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
（
小
数
点
以
下
二
位
未
満
は
、
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
「
引
上
率
」
と
い
う
。）
を
乗
じ

て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

       

【
第
七
条
の
二
第
三
項
の
式
】 

３ 

第
一
項
の
式
に
お
い
て
「
調
整
率
」
と
は
、
次
の
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
値
を
い
い
、
そ
の
数
値
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、 

 

零
と
す
る
。 

 

当
該
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
特
定
事
業
に
係
る
当
該
市
又
は
町
の
負
担
額
の
う
ち
、
当
該
市
又 

は
町
の
標
準
負
担
額
を
超
え
、
そ
の
２
倍
に
至
る
ま
で
の
額 
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×
調
整
率 

当
該
市
又
は
町
の
標
準
負
担
額 

0
.
7
2

‐
当
該
市
又
は
町
の
財
政
力
指
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